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を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
ま
雲

整
理
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
「
東
京
外
国
語
学
校
一
覧
（
明
治
十
二
年
十
月
薑
に
は
「
書
器
局
規
則
」
一
二
条
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
利
用
上
の
手
続
き
が

定
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
教
員
職
員
の
一
覧
の
中
に
、
国
書
教
員
・
書
器
取
締
兼
務
永
井
當
昌
お
よ
び
職
員
・
書
器
佐
久
間
正
節
の

名
が
み
ら
れ
、
こ
の
段
階
で
一
定
の
図
書
室
機
能
を
有
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

た
だ
、
利
用
の
手
続
き
は
現
在
の
一
般
的
な
利
用
規
程
に
比
べ
れ
ば
か
な
り
複
雑
で
、
例
え
ば
学
生
の
場
合
書
記
局
の
承
認
と
受
持
ち

教
員
の
検
印
の
両
方
が
必
要
で
あ
る
と
か
、
教
員
の
場
合
で
も
授
業
で
は
な
く
自
分
の
参
考
用
に
利
用
す
る
場
合
は
学
校
長
の
検
印
が
必

九
三
六
部
、

し
て
い
た
。

ま
た
、
一

東
京
外
国
語
大
学
附
属
図
書
館
は
、
そ
の
歴
史
を
東
京
外
国
語
学
校
の
東
京
商
業
学
校
か
ら
の
独
立
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
沿
革

ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
に
開
校
し
た
東
京
外
国
語
学
校
（
い
わ
ゆ
る
旧
外
語
）
時
代
の
事
情
に
つ
い
て

「
文
部
省
第
二
年
報
」
に
よ
れ
ば
、
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
の
書
籍
現
数
は
、
仏
独
魯
語
書
五
、
二
六
四
部
、
国
書
・
漢
書
・
訳
書

三
六
部
、
計
六
、
二
○
○
部
で
、
ま
た
同
年
中
の
購
入
分
は
外
国
書
七
九
七
部
と
な
っ
て
お
り
、
合
計
で
六
、
九
九
七
部
の
書
籍
を
有

附
属
図
書
館

一
草
創
期
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